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一
　
序
　
言

　
一
九
世
紀
後
半
、
東
ア
ジ
ア
は
、
西
欧
に
よ
り
強
要
さ
れ
た
近
代
化
に

よ
り
衝
擊
と
混
乱
の
時
代
を
迎
え
た
。
近
代
化
を
受
け
取
る
速
度
に
よ
っ

て
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は
、
自
ら
が
加
害
者
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
被
害

者
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
不
幸
な
歷
史
を
演
出
し
た
。
し
か
し
、
わ

ず
か
一
〇
〇
年
に
も
満
た
な
い
期
間
に
、
鎖
国
と
開
化
、
植
民
と
解
放
、

戦
争
と
分
断
を
す
べ
て
経
験
し
た
韓
国
ほ
ど
、
悲
劇
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
時
代
を
生
き
て
き
た
国
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
の
時

代
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
西
洋
を
知
り
西
洋
の
文
明
と
哲
学
と
を
学

び
、
そ
れ
を
追
い
か
け
捕
ま
え
よ
う
と
試
み
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
の
よ
う
な
強
要
さ
れ
た
能
動
性
を
背
景
と
す
る
た
め
に
、
韓
国
に

お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
は
単
純
な
知
的
好
奇
心
で
は
な
く
、
切
迫
し
た

時
代
的
状
況
の
要
求
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
論
文
で

は
、
こ
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
西
洋
哲
学
が
韓
国
で
展
開
さ
れ
る
約
一
五

〇
年
の
歷
史
を
六
つ
の
時
期
に
分
け
て
説
明
し
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な
展

開
過
程
に
盛
り
込
ま
れ
た
韓
国
哲
学
の
特
徵
を
三
つ
に
分
け
て
記
述
す

る
。

二
　「
伝
来
の
時
期
」（
一
八
七
〇
│
一
九
四
五
）

１　

儒
学
の
視
線
で
の
初
対
面
（
一
八
七
〇
─
一
九
一
二
）

　
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
時
期
は
、
朝
鮮
王
朝
末
期
の
一
九
世

紀
末
と
見
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
洋
哲
学
に
最
初
に
触
れ
た

時
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
よ
り
も
遥
か
以
前
の
一
六
三
一
年
、
鄭

チ
ョ
ン

斗ド
ゥ

源ウ
ォ
ンが
北
京
に
出
か
け
て
『
天
学
初
函
』
を
も
た
ら
し
た
時
に
遡
る
。『
天

学
初
函
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
霊
言
蠡
勺
」
は
西
洋
宣
教
師
の
華
方
済

（Francesco Sam
biasi, 1582

│1649

）
が
口
述
し
た
も
の
を
中
国
の
徐

光
啓
が
記
錄
し
た
も
の
で
、
天
主
学
の
立
場
で
亜
尼
瑪
（anim

a

）、
す

〈
特
集
１　

近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
〉

金
　
　
　
鍾
　
旭
　

　
近
代
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
受
容
と
展
開
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李
定
稷
で
あ
る
な
ら
ば
、
韓
国
で
最
初
に
西
洋
哲
学
に
関
連
す
る
著
書
を

著
し
た
人
物
は
李
寅
梓
で
あ
る
。
彼
も
や
は
り
西
洋
哲
学
を
儒
学
の
観
点

か
ら
理
解
し
て
い
る
。
生
涯
を
主
理
論
で
一
貫
し
て
き
た
儒
学
者
で
あ
っ

た
が
、
李
寅
梓
は
西
洋
の
力
で
あ
る
新
学
問
の
源
泉
が
哲
学
で
あ
り
、
西

洋
哲
学
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
悟
っ
て
ギ
リ
シ
ア
哲

学
に
没
頭
し
た
後
、
一
九
一
二
年
、
つ
い
に
『
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
攷
辨
』

を
著
し
た
。

２　

西
欧
留
学
を
通
し
た
直
接
の
受
容
（
一
九
一
三
─
一
九
二
九
）

　
李
定
稷
と
李
寅
梓
の
作
業
は
、
自
分
た
ち
の
主
体
的
な
観
点
を
堅
持
し

て
い
た
が
、
儒
学
の
視
線
を
固
守
し
た
ま
ま
で
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
西
洋

哲
学
を
論
評
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
に
よ
り
西
洋
哲
学
の
受
容

が
本
軌
道
に
進
入
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
韓
半
島
に
お
け
る
西

洋
哲
学
の
本
格
的
な
受
容
は
、
一
九
一
〇
年
代
と
一
九
二
〇
年
代
を
経

て
、
新
世
代
が
西
欧
に
直
接
留
学
に
行
く
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
と
こ

ろ
で
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
朝
鮮
王
朝
の
沒
落
と
い
う
暗
鬱
な
政
治
的
状

況
と
関
連
が
深
い
。
ま
ず
一
九
一
〇
年
代
の
海
外
留
学
は
、
日
帝
に
よ
る

韓
日
合
邦
直
前
の
独
立
協
会
の
活
動
に
刺
激
を
う
け
た
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
一
八
八
四
年
、
甲
申
政
変
の
失
敗
に
よ
り
米
国
に
亡
命
し
留
学
し
た

徐ソ

載ジ
ェ

弼ピ
ル

は
、
一
八
九
五
年
に
帰
国
し
た
後
、
独
立
新
聞
を
創
刊
し
、
独
立

協
会
を
組
織
し
た
。
独
立
新
聞
を
通
し
て
彼
は
ル
ソ
ー
の
啓
蒙
主
義
、
ベ

ン
サ
ム
の
功
利
主
義
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
自
然
法
思
想
な
ど
を
普
及

し
、
法
治
主
義
と
天
賦
人
権
説
を
強
調
し
た）

4
（

。
ま
た
皇
城
新
聞
の
社
長
、

張チ
ャ
ン

志ジ

淵ヨ
ン

は
社
説
な
ど
を
通
し
て
、
近
代
化
さ
れ
た
先
進
文
物
を
共
有
す

な
わ
ち
霊
魂
に
関
し
て
論
じ
た
一
種
の
心
理
学
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
華
方

済
は
「
亜
尼
瑪
（anim

a

）
の
学
」
を
「
費
祿
蘇
非
亜
（philosophia

）」

と
飜
訳
し
、「
格
物
窮
理
之
学
」
と
規
定
し
た）

1
（

。
こ
れ
が
恐
ら
く
韓
国
の

知
識
人
がphilosophia

と
い
う
言
葉
に
初
め
て
対
面
し
た
契
機
と
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
七
二
四
年
、
愼シ

ン

後フ
ダ
ム聃
（
一
七
〇
二
│
一
七

六
一
）
は
自
身
の
『
西
学
辯
』
に
お
い
て
、
こ
の
「
霊
言
蠡
勺
」
を
研
究

し
、
天
主
学
と
西
洋
哲
学
と
を
儒
学
の
立
場
か
ら
批
判
し
た）

2
（

。
こ
の
よ
う

に
儒
学
の
立
場
か
ら
西
洋
哲
学
を
批
判
的
に
理
解
す
る
の
は
、
韓
国
に
お

け
る
西
洋
哲
学
の
伝
来
期
の
重
要
な
特
徴
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。Philo-

sophia

と
い
う
用
語
に
対
す
る
単
純
な
対
面
か
ら
脱
し
、
自
分
た
ち
の

主
体
的
な
観
点
か
ら
西
洋
哲
学
を
受
容
し
た
時
、
そ
の
よ
う
な
観
点
の
核

心
は
儒
学
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
中
体
西
用
、
東
道
西
器
、
和

魂
洋
才
が
時
代
精
神
と
し
て
作
用
し
た
一
九
世
紀
末
の
東
ア
ジ
ア
一
般
の

情
緖
が
、
西
洋
哲
学
に
対
す
る
儒
学
の
対
応
と
し
て
現
れ
た
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
儒
学
的
対
応
の
代
表
者
と
し
て
、
李イ

定
ジ
ョ
ン

稷ジ
ク

（
一
八
四
一
│
一
九
一
〇
）
と
李イ

寅イ
ン

梓ジ
ェ

（
一
八
七
〇
│
一
九
二
九
）
が

い
る
。
李
定
稷
は
、
一
八
六
八
年
か
ら
一
年
間
、
燕
行
使
に
随
行
し
、
北

京
で
西
洋
の
新
学
問
を
涉
獵
し
、
帰
国
後
に
三
〇
巻
に
達
す
る
『
燕
石
山

房
稿
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
一
二
八
頁
の
分
量
の
カ
ン
ト
哲
学
の

関
連
論
文
で
あ
る
「
康
氏
哲
学
説
大
略
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、

北
京
で
李
定
稷
が
カ
ン
ト
哲
学
と
会
っ
た
の
は
、
一
八
八
六
年
に
清
の
康

有
為
が
『
諸
天
講
』
で
最
初
に
カ
ン
ト
に
言
及
し
た
時
よ
り
一
〇
年
余
り

先
立
つ
）
3
（

。
韓
国
で
最
初
に
西
洋
哲
学
に
関
連
す
る
論
文
を
著
し
た
人
物
が
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こ
れ
に
よ
り
、
韓
国
に
最
初
の
大
学
教
育
機
関
設
立
と
哲
学
科
の
設
置
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
韓
半
島
に
初
め
て
体
系
的
な
西
洋
哲
学
の
講
義

が
多
数
、
開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
二
九
年
、
第
一
回
の
卒
業
生
と
し

て
金キ

ム

桂ケ
ス
ク淑

、
権
グ
ォ
ン

世セ
ウ
ォ
ン元

、
趙チ
ョ

容ヨ
ン

郁ウ
ク

な
ど
を
輩
出
し
、
次
い
で
申シ
ン

南ナ
ム

澈チ
ョ
ル（

第
三

回
）、
高コ

亨ヒ
ョ
ン

坤ゴ
ン

、
朴パ
ク

鍾チ
ョ
ン

鴻ホ
ン

（
以
上
、
第
五
回
）
な
ど
が
卒
業
し
た
。
彼

ら
は
そ
の
後
、
韓
国
で
西
洋
哲
学
の
学
問
的
な
樹
立
に
大
き
な
役
割
を

し
、
特
に
朴
鍾
鴻
と
高
亨
坤
は
韓
国
哲
学
界
の
泰
斗
と
な
っ
た
。
京
城
帝

大
出
身
者
た
ち
は
、
そ
の
後
、
西
洋
哲
学
の
関
連
の
学
術
活
動
の
中
心
と

な
る
。
哲
学
科
卒
業
生
た
ち
を
始
め
と
す
る
京
城
帝
大
の
各
学
科
の
卒
業

生
た
ち
は
、
一
九
二
九
年
に
『
新
興
』
と
い
う
綜
合
学
術
誌
を
創
刊
し
本

格
的
な
学
術
活
動
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
三
年
、
京
城
帝
大
の
哲

学
科
出
身
で
あ
る
高
亨
坤
、
朴
鍾
鴻
、
申
南
澈
な
ど
は
哲
学
研
究
会
を
結

成
し
、
韓
国
最
初
の
哲
学
専
門
の
学
術
誌
で
あ
る
『
哲
学
』
を
刊
行
し
た
。

『
哲
学
』
創
刊
号
の
最
初
の
論
文
で
あ
る
朴
鍾
鴻
の
「
哲
学
す
る
こ
と
の

出
発
点
に
関
す
る
一
疑
問
」
に
お
い
て
、
彼
は
「
我
々
の
哲
学
す
る
動
機

は
、
あ
ま
り
に
も
暗
鬱
な
現
実
的
苦
悩
か
ら
始
ま
る
」
と
述
べ
、
現
実
的

な
生
の
問
題
に
根
を
置
い
た
哲
学
を
主
張
し
た）

5
（

。
実
際
に
『
哲
学
』
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
の
大
多
数
が
問
題
中
心
の
哲
学
を
指
向
し
た
。
し
か
し
日

帝
の
強
圧
統
治
は
、
問
題
を
一
般
的
で
包
括
的
な
方
式
で
扱
う
よ
う
に
さ

せ
、
現
実
問
題
が
直
接
的
に
争
点
化
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
さ
え
も
日
帝
の
皇
国
臣
民
化
政
策
に
よ
り
一
九
三
六
年
、
哲
学
研
究
会

は
解
散
さ
せ
ら
れ
、『
哲
学
』
誌
も
廃
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。

る
た
め
に
は
西
洋
哲
学
の
研
究
を
怠
ら
な
い
で
行
う
こ
と
を
願
い
、
デ
カ

ル
ト
、
カ
ン
ト
、
フ
ィ
ヒ
テ
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
な
ど
の
哲
学
を

紹
介
す
る
こ
と
も
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
西
欧
の
思
想
界
の
動
向
の
紹
介

と
西
洋
哲
学
の
学
習
の
勧
誘
は
、
若
い
知
識
人
た
ち
に
直
接
、
西
欧
へ
の

留
学
を
決
心
さ
せ
た
。
そ
し
て
西
洋
哲
学
を
学
ぶ
た
め
に
最
初
に
海
外
留

学
に
旅
立
つ
者
が
出
始
め
た
が
、
そ
れ
が
金キ
ム
重ジ
ュ
ン
セ世

で
あ
る
。
本
来
、
仏
教

学
徒
で
あ
り
梵
語
字
典
の
編
纂
も
し
て
い
た
金
重
世
は
、
一
九
〇
九
年
か

ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
勉
強
し
た
後
、
一
九
二
三

年
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
博
士
学
位
を
受
け
た
。
ま
た
李イ

灌グ
ヮ
ニ
ョ
ン
鎔
は
一
九

一
二
年
か
ら
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
を
経
て
、
一
九
二
一
年
、
ス
イ

ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
で
博
士
学
位
を
受
け
た
。
一
九
一
七
年
に
早
稲

田
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
た
崔チ

ェ

斗ド
ゥ

善ソ
ン

は
、
帰
国
後
の
一
九
二
二
年
、
再
び

ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
弟
子
と
な
っ

た
。

３　

日
本
に
よ
る
哲
学
教
育
と
制
度
樹
立
（
一
九
三
〇
─
一
九
四
五
）

　
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
に
多
数
の
日
本
留
学
生
が
い
た
が
、
一
九
二
五

年
に
は
崔チ

ェ

鉉ヒ
ョ
ン
ベ培

が
京
都
帝
大
哲
学
科
を
、
一
九
二
六
年
に
は
蔡チ
ェ

弼ピ
ル

近グ
ン

と
尹ユ
ン

泰テ

東ド
ン

が
、
一
九
二
九
年
に
は
金キ
ム

斗ド
ゥ

憲ホ
ン

が
そ
れ
ぞ
れ
東
京
帝
大
哲
学
科
を
卒

業
し
た
。
し
か
し
、
日
本
が
韓
国
の
哲
学
界
に
本
格
的
に
影
響
を
及
ぼ
す

よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
二
六
年
、
京
城
帝
大
の
法
文
学
部
に
哲
学
科
を

設
置
し
て
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
人
に
よ
る
民
立
大
学
設
立
の
試
み
を
雲
散

さ
せ
、
植
民
地
官
吏
の
養
成
を
目
標
と
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
は
一
九
二
四

年
に
京
城
帝
国
大
学
を
設
立
し
、
一
九
二
六
年
に
哲
学
科
を
設
置
し
た
。
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九
四
八
年
、
大
韓
民
国
政
府
の
樹
立
と
と
も
に
、
社
会
の
各
部
分
の
機
構

が
建
立
さ
れ
、
日
帝
時
代
の
帝
国
大
学
と
専
門
大
学
が
綜
合
大
学
へ
と
体

制
を
変
え
て
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
大
学
の
大
部
分
に
哲
学
科
が
設
置
さ

れ
た
。
京
城
帝
国
大
学
か
ら
校
名
を
変
え
た
ソ
ウ
ル
大
学
校
と
高
麗
大
学

校
、
延
世
大
学
校
、
そ
し
て
一
九
五
〇
年
、
朝
鮮
戦
争
を
前
後
し
て
釜
山

大
学
校
、
慶
北
大
学
校
、
全
南
大
学
校
、
忠
南
大
学
校
な
ど
に
、
み
な
哲

学
科
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
で
は
哲
学
を
教
養
必
修
と
し
て
教

え
、
西
洋
哲
学
と
い
う
学
問
が
広
く
普
及
し
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
朝
鮮
戦
争
の
過
程
で
、
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
北
に
拉
致
さ
れ
た
り
、

自
ら
進
ん
で
北
に
赴
い
た
が
、
こ
こ
に
は
哲
学
者
た
ち
も
多
数
含
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
一
九
五
三
年
、
休
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
る
と
、
地
方
に
避

難
し
て
い
た
主
要
大
学
が
ソ
ウ
ル
に
戻
り
、
戦
禍
の
復
旧
に
乗
り
出
し

た
。
戦
後
の
哲
学
界
の
再
建
は
、
一
九
五
三
年
の
休
戦
直
後
、
韓
国
哲
学

会
が
正
式
に
発
足
し
て
か
ら
で
あ
る
。
韓
国
哲
学
会
は
一
〇
月
一
日
、
ソ

ウ
ル
大
で
創
立
総
会
を
開
き
、
初
代
会
長
と
し
て
高
亨
坤
を
選
出
し
、
一

九
三
六
年
に
日
帝
の
弾
圧
に
よ
り
強
制
的
に
廃
刊
さ
れ
て
い
た
『
哲
学
』

を
一
九
五
五
年
に
機
関
誌
と
し
て
復
刊
し
た
。

四
　「
復
興
の
時
期
」（
一
九
六
〇
│
一
九
六
九
）

　
解
放
以
後
に
設
立
さ
れ
た
国
内
各
大
学
の
哲
学
科
か
ら
若
い
哲
学
徒
た

ち
を
継
続
し
て
輩
出
し
た
結
果
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
彼
ら
が
大
学

の
講
壇
に
立
ち
始
め
た
。
特
に
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
に
海
外
留
学
を
し

て
帰
国
し
た
学
者
た
ち
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
に
一
線
の
各
大
学
の

三
　「
整
備
の
時
期
」（
一
九
四
六
│
一
九
五
九
）

　
一
九
四
五
年
八
月
、
韓
国
は
日
本
帝
国
主
義
の
統
治
か
ら
解
放
さ
れ
た

が
、
植
民
体
制
か
ら
分
断
体
制
へ
変
化
し
た
だ
け
で
、
完
全
な
統
一
国
家

の
建
国
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
、
南
韓
と
北
韓
は
別
個
の
政

府
を
出
帆
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
分
断
体
制
が
固
着
化
さ
れ
た
が
、
一
九

三
六
年
に
朝
鮮
思
想
犯
保
護
観
察
令
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
、
一
九

四
一
年
に
朝
鮮
語
学
習
禁
止
令
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
五
年
ぶ
り
に
、
ソ
ウ

ル
で
は
思
想
と
出
版
の
自
由
を
満
喫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
解
放
初

年
、
一
〇
余
り
の
出
版
社
か
ら
数
十
種
の
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
一
九

五
〇
年
頃
に
は
八
五
〇
の
出
版
社
か
ら
一
七
五
〇
種
が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
出
版
の
活
況
は
、
哲
学
分
野
に
も
波
及
し
、
一
九
四
五

年
か
ら
一
九
五
〇
年
の
間
に
二
十
余
種
の
単
行
本
が
出
版
さ
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
は
槪
論
書
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
と
一
九

四
八
年
の
間
に
論
理
学
の
本
が
四
種
も
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
中
、
李イ

載ジ
ェ

薰フ
ン

の
『
論
理
学
』
は
イ
ン
ド
仏
教
の
因
明
学
と
中
国
の
名
学
な
ど
、
東
洋
の

論
理
ま
で
併
せ
る
包
括
的
な
著
述
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
解
放
直
後
か
ら

始
ま
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
活
発
な
論
議
は
、
一
九
四
八
年
一
〇

月
、
麗
水
順
天
で
の
反
乱
事
件
に
よ
り
国
会
で
国
家
保
安
法
が
通
過
す
る

以
前
ま
で
、
左
翼
の
理
念
の
書
籍
を
大
量
に
流
通
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
左
翼
と
右
翼
と
の
対
立
は
、
思
想
と
出
版
の
自
由
を
混

乱
の
地
境
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
が
、
西
洋
哲
学
の
教
育
と
学
習
は
、
大
学

の
体
制
の
中
で
新
た
に
整
備
さ
れ
る
機
会
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
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五
　「
試
練
の
時
期
」（
一
九
七
〇
│
一
九
七
九
）

　
た
と
え
ド
イ
ツ
哲
学
中
心
に
学
術
活
動
が
進
ん
で
い
た
と
い
っ
て
も
、

一
九
六
〇
年
代
は
復
興
の
時
期
で
あ
り
、
各
大
学
に
お
け
る
世
代
交
替
と

複
数
学
会
の
出
現
に
よ
り
、
西
洋
哲
学
の
研
究
が
活
性
化
さ
れ
た
時
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
政
治
独
裁
が
加
速
化
し
な
が
ら
、
西
洋
哲
学
は
国
民
倫

理
へ
変
質
さ
れ
る
な
ど
、
逸
脱
を
経
た
一
種
の
試
練
の
時
期
を
迎
え
る
。

一
九
六
一
年
五
月
一
六
日
の
軍
事
革
命
は
、
官
僚
的
権
威
主
義
を
通
し

て
、
わ
ず
か
一
〇
年
の
間
に
産
業
化
と
し
て
の
近
代
化
に
一
定
部
分
、
成

功
を
収
め
た
。
軍
事
政
権
の
正
当
性
確
保
の
た
め
の
急
先
務
で
あ
っ
た
経

済
開
発
が
あ
る
程
度
、
成
果
を
も
た
ら
す
と
、
政
治
体
制
の
正
当
性
の
た

め
の
理
論
化
に
寄
与
し
、
国
民
的
な
統
合
感
の
造
成
の
た
め
の
輿
論
の
主

導
を
担
当
す
る
勢
力
が
必
要
と
な
っ
た
。
第
三
共
和
国
の
軍
事
政
権
が
国

民
情
緖
の
統
合
の
た
め
知
識
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
協
力
を
要
請
し
た
時
、
こ

れ
に
符
応
し
た
代
表
的
な
人
物
が
朴
鍾
鴻
で
あ
る
。
彼
が
草
案
を
作
成
し

た
「
国
民
教
育
憲
章
」
は
、
一
九
六
八
年
一
二
月
に
制
定
、
頒
布
さ
れ
、

韓
国
教
育
の
指
針
と
し
て
作
用
し
、
国
民
全
員
に
暗
誦
が
強
要
さ
れ
た
。

「
国
民
教
育
憲
章
」
は
、
国
民
た
ち
に
民
族
中
興
の
歷
史
的
使
命
感
を
強

調
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
能
率
と
実
質
と
を
尊
び
な
が
ら
、
国

家
建
設
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
の
が
主
要
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
人

の
自
由
と
権
利
の
伸
張
に
対
し
て
は
一
言
も
言
及
し
な
い
ま
ま
で
、
国
家

主
義
と
全
体
主
義
と
経
済
第
一
主
義
だ
け
を
一
方
的
に
宣
言
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。

哲
学
科
に
教
授
と
し
て
就
任
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
だ
け
韓
国
の
哲
学
界

は
、
若
く
活
力
的
に
変
貌
し
、
世
代
交
替
を
な
す
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
世
代
交
替
と
あ
わ
せ
て
一
九
六
〇
年
代
、
韓
国
の
哲
学
界
を
活
性
化
さ

せ
た
要
因
は
、
哲
学
会
の
複
数
化
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
ま
で
は
「
韓

国
哲
学
会
」
一
つ
だ
け
が
あ
っ
た
が
、
ソ
ウ
ル
大
哲
学
科
出
身
の
研
究
者

た
ち
は
、
一
九
六
三
年
に
独
自
の
哲
学
会
と
し
て
「
哲
学
研
究
会
」
を
発

足
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
哲
学
界
内
に
初
め
て
複
数
の
学
会
の
時
代
を
開

い
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
一
九
六
三
年
一
一
月
に
は
慶
北
大
学
校
哲
学

科
・
河ハ

岐ギ

洛ラ
ク

教
授
が
主
と
な
り
、
ソ
ウ
ル
を
除
い
た
全
国
の
哲
学
研
究
者

た
ち
が
参
加
す
る
哲
学
会
と
し
て
「
韓
国
カ
ン
ト
学
会
」
を
創
立
し
た
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
哲
学
会
の
複
数
化
過
程
は
、
哲
学
研
究
の
活
性
化
と

全
国
化
、
そ
し
て
学
会
の
特
性
化
と
い
う
肯
定
的
な
效
果
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
よ
う
に
学
会
が
複
数
に
増
え
る
に
つ
れ
て
学
術
発
表
も
急
増

し
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
五
九
年
ま
で
発
刊
さ
れ
た
西
洋
哲
学
関
連
の

論
著
の
数
に
比
べ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
発
刊
さ
れ
た
論
著
の
数
が
六
倍

に
至
る
ほ
ど
増
加
し
た）

6
（

。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
論
文
の
本
数
が
大
き

く
増
加
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
は
、
余
り
に
も
ド
イ
ツ
哲
学
―
主

と
し
て
ド
イ
ツ
観
念
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
と
実
存
哲
学
―
一
辺
倒
と

い
う
の
が
当
時
ま
で
、
韓
国
で
西
洋
哲
学
研
究
の
特
徵
を
な
す
。
一
九
三

一
年
か
ら
一
九
六
八
年
ま
で
韓
国
で
発
表
さ
れ
た
哲
学
者
別
の
研
究
論
文

三
九
四
本
の
中
、
カ
ン
ト
研
究
が
五
一
本
、
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
が
四
五
本
、

ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
が
三
九
本
と
、
断
然
ド
イ
ツ
哲
学
が
圧
倒
的
で
あ
っ

た
。
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の
成
功
は
自
然
に
民
主
化
に
対
す
る
要
求
へ
と
増
幅
し
て
い
っ
た
。
西
欧

的
な
近
代
化
が
、
産
業
革
命
を
通
し
た
産
業
化
と
市
民
革
命
を
通
し
た
民

主
化
へ
形
成
さ
れ
た
よ
う
に
、
韓
国
で
も
産
業
化
の
成
功
は
、
い
ま
や
民

主
化
に
対
す
る
熱
望
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
、
民
主
化

が
多
様
な
価
値
の
共
存
を
指
向
す
る
よ
う
に
、
民
主
化
の
熱
望
は
様
々
な

学
問
分
野
に
対
す
る
多
様
な
関
心
を
招
来
し
、
国
民
倫
理
が
哲
学
界
を
支

配
す
る
現
状
は
、
逆
に
こ
れ
に
対
す
る
反
動
と
し
て
、
国
家
と
社
会
を
多

様
な
視
覚
で
批
判
す
る
社
会
哲
学
が
、
よ
り
多
く
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
、
韓
国
の
哲
学
界
は
、
学
問
的
な
多

元
化
の
時
期
を
迎
え
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
八
〇
年
代
初
め
、
権
威
主
義

の
政
府
は
教
育
改
革
と
い
う
措
置
を
通
し
て
多
く
の
大
学
を
綜
合
大
学
校

へ
と
昇
格
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
哲
学
科
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
綜
合

大
学
校
に
設
置
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
教
養
哲
学
講
座
が
大
幅
に
増
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
学
生
た
ち
の
民
主
主
義
の
意
識
化
の
欲
求
に
、
逆
説
的
で

あ
る
が
独
裁
政
権
が
応
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
哲
学
教
育
の
こ
の
よ

う
な
拡
散
は
、
自
由
、
民
主
、
平
等
、
正
義
、
権
利
、
人
権
、
革
命
、
解

放
な
ど
、
西
欧
的
な
社
会
思
想
の
核
心
的
な
価
値
を
、
学
生
た
ち
の
意
識

に
深
く
根
付
か
せ
た
。
社
会
的
現
象
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
批
判
的
関
心

の
増
大
は
、
た
だ
学
生
た
ち
だ
け
で
な
く
、
学
者
た
ち
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
哲
学
者
た
ち
は
、
社
会
哲
学
を

始
め
政
治
哲
学
、
歷
史
哲
学
、
社
会
倫
理
学
な
ど
、
実
践
的
分
野
へ
、
研

究
の
地
平
を
拡
大
し
た
。
特
に
マ
ル
ク
ー
ゼ
、
ア
ド
ル
ノ
、
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
な
ど
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
批
判
理
論
が
研
究
さ
れ
、
経
済
成
長

　
哲
学
者
た
ち
の
協
力
で
「
国
民
教
育
憲
章
」
を
頒
布
し
た
当
時
の
政
府

は
、
政
権
の
正
当
化
の
た
め
の
理
論
化
の
作
業
と
、
国
民
的
な
統
合
感
の

造
成
の
た
め
の
与
論
化
の
作
業
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
し
て
政
府
は
、
一

九
七
〇
年
二
学
期
か
ら
専
門
大
学
を
含
む
全
国
の
す
べ
て
の
大
学
で
「
国

民
倫
理
」
を
必
須
科
目
と
し
て
教
え
る
よ
う
に
し
、
政
府
施
行
の
す
べ
て

の
国
家
試
験
に
も
「
国
民
倫
理
」
が
必
須
科
目
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う

に
し
、
こ
の
た
め
の
研
究
と
教
育
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
学
者
た
ち
が

集
ま
り
、
一
九
七
三
年
に
国
民
倫
理
学
会
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
つ
い
に
一
九
七
二
年
一
〇
月
、
維
新
憲
法
が
公
布
さ
れ
る
や
、
軍
事

政
権
は
長
期
執
権
の
た
め
の
制
度
化
を
断
行
し
、
一
九
七
四
年
に
は
「
国

民
倫
理
」
を
高
等
学
校
の
教
科
目
に
指
定
し
て
、
維
新
の
理
念
の
教
育
を

よ
り
強
化
し
、
一
九
七
七
年
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
大
学
院
に
は
国
民
倫
理
教

育
学
科
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
全
国
各
地
の
大
学
で
国
民

倫
理
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

六
　「
多
元
化
の
時
期
」（
一
九
八
〇
│
一
九
八
九
）

　
政
権
の
正
当
性
を
合
理
化
す
る
た
め
、
哲
学
が
国
民
倫
理
化
す
る
試
練

の
時
期
を
送
っ
た
の
が
一
九
七
〇
年
代
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に

も
軍
部
独
裁
は
続
い
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
一
二
日
、
ク
ー
デ
タ
ー
で

政
権
を
掌
握
し
た
軍
事
政
権
は
、
一
九
八
七
年
六
月
、
民
衆
抗
争
の
結
果
、

大
統
領
の
直
接
選
挙
制
と
い
う
憲
法
改
正
が
な
さ
れ
る
時
ま
で
続
い
た
。

し
か
し
、
軍
事
独
裁
が
長
期
化
す
る
に
し
た
が
い
、
政
治
制
度
の
民
主
的

改
革
を
望
む
国
民
た
ち
の
念
願
は
大
き
く
な
り
、
産
業
化
で
の
一
定
部
分
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し
よ
う
と
い
う
試
み
と
し
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
哲
学
研
究
会
で
は

「
東
西
哲
学
の
受
容
と
韓
国
哲
学
の
定
立
」（
一
九
九
七
）、
韓
国
哲
学
会

で
は
「
哲
学
史
と
哲
学
：
韓
国
哲
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
形
成
の
た
め
に
」（
一

九
九
八
）、「
韓
国
現
代
哲
学
一
〇
〇
年
の
争
点
と
課
題
」（
一
九
九
九
）

と
い
う
主
題
で
学
術
大
会
を
開
催
し
、
数
冊
の
単
行
本
）
7
（

が
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
過
度
な
自
己
意
識
と
自
己
反
省
と
を
示
し
た
だ
け

で
、
世
界
哲
学
史
に
寄
与
す
る
主
体
的
な
韓
国
哲
学
の
姿
を
具
体
的
に
提

示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
何
よ
り
も
世
界
性
に
対
す
る
最
大
の
関
心
は
、
当
代
の
世
界

的
な
話
頭
で
あ
っ
た
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
争
に
参
加
す
る
こ
と
と
し

て
現
れ
た
。
西
欧
的
な
も
の
に
対
す
る
批
判
的
反
省
が
進
め
ら
れ
て
い
た

当
時
、
韓
国
哲
学
界
の
雰
囲
気
と
も
符
合
し
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン

論
争
は
西
欧
の
近
代
性
や
合
理
性
に
対
す
る
議
論
に
繫
が
り
、
フ
ー
コ

ー
、
デ
リ
ダ
、
ラ
カ
ン
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
哲
学
者
た
ち
が
相
当
数
、
紹
介

さ
れ
研
究
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
以
降
、
こ
の
よ
う
な

関
心
は
急
速
度
に
萎
ん
で
い
く
が
、
こ
の
よ
う
な
一
過
性
は
、
ポ
ス
ト
・

モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
議
論
が
西
欧
的
な
も
の
に
対
す
る
深
い
問
題
意
識

を
持
っ
た
反
省
を
通
し
東
洋
的
伝
統
を
再
検
討
す
る
作
業
で
あ
る
と
い
う

よ
り
は
、
ま
た
一
つ
の
西
洋
思
想
の
後
追
い
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
印
象

を
与
え
る
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
代
性
（m

odernity

）

と
脱
近
代
性
（postm

odernity

）
と
の
対
立
的
な
コ
ー
ド
が
、
同
一
化

／
差
異
化
、
中
心
化
／
脱
中
心
化
、
単
一
化
／
多
様
化
、
総
体
化
／
破
片

化
、
巨
大
化
／
微
視
化
、
集
積
化
／
分
散
化
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、

に
し
た
が
っ
て
、
分
配
の
問
題
が
重
要
な
争
点
と
な
り
な
が
ら
、
ロ
ー
ル

ズ
の
社
会
正
義
論
が
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
戦
争
以
後
、
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
研
究
が
、
直
接
的
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
と
い
う
迂
廻
路
を
経
て
進
め
ら
れ
て
も
い
た
。

既
存
の
ド
イ
ツ
哲
学
中
心
の
研
究
を
進
め
て
き
た
韓
国
の
哲
学
界
に
社
会

哲
学
と
社
会
正
義
論
に
対
す
る
研
究
が
加
え
ら
れ
る
に
つ
れ
、
ド
イ
ツ
哲

学
の
研
究
も
、
ド
イ
ツ
観
念
論
と
実
存
哲
学
中
心
を
脱
し
て
現
象
学
と
解

釈
学
な
ど
へ
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
に
哲
学
研
究
分
野
の
多
様
化
は
、
ド

イ
ツ
哲
学
だ
け
で
な
く
、
英
米
哲
学
の
方
面
に
も
現
れ
た
が
、
分
析
哲
学

や
科
学
哲
学
と
あ
わ
せ
て
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
も
本
格
的
に
研
究
さ
れ
た
。

さ
ら
に
西
洋
哲
学
の
基
礎
で
あ
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
対
す
る
研
究

も
、
古
典
語
に
立
脚
し
て
体
系
的
に
研
究
さ
れ
始
め
た
。

七
　「
分
散
の
時
期
」（
一
九
九
〇
│
現
在
）

　
一
九
八
七
年
、
民
衆
抗
争
の
勝
利
に
よ
り
大
統
領
直
接
選
挙
制
の
憲
法

改
正
が
達
成
さ
れ
る
な
ど
、
民
主
化
運
動
も
そ
の
実
を
結
び
、
経
済
的
に

も
安
定
し
、
一
九
八
八
年
に
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
は
韓
国

を
世
界
に
ひ
ろ
く
認
知
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
産
業
化
と
民
主
化
と
を

同
時
に
達
成
し
た
と
い
う
自
信
は
、
韓
国
人
た
ち
に
、
い
ま
や
世
界
性
に

目
を
向
け
さ
せ
、
そ
の
中
で
自
分
た
ち
の
位
相
を
新
た
に
位
置
づ
け
さ
せ

る
よ
う
に
作
用
し
た
。
ま
ず
自
己
の
位
相
に
対
す
る
省
察
は
、
哲
学
的
に

は
韓
国
哲
学
の
摸
索
と
し
て
現
れ
た
。
こ
れ
は
西
洋
哲
学
の
受
容
過
程
に

対
し
て
批
判
を
行
い
な
が
ら
、
韓
国
の
主
体
的
、
自
生
的
な
哲
学
を
摸
索
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の
学
生
数
を
大
幅
に
減
ら
し
、
哲
学
科
を
始
め
と
す
る
人
文
学
系
統
の
学

科
の
立
地
を
大
き
く
萎
縮
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
一
部
の
地
方
大
の
哲
学
科

は
廃
止
さ
れ
、
ソ
ウ
ル
有
数
の
大
学
の
哲
学
科
で
さ
え
枯
死
の
危
機
に
直

面
し
な
が
ら
、
大
学
社
会
で
哲
学
の
学
問
活
動
が
激
し
く
揺
ら
ぐ
副
作
用

を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
の
内
外
で
哲
学
を
専
攻
し
た
博
士
学

位
保
持
者
が
数
百
人
ず
つ
溜
ま
っ
て
い
き
、
専
任
教
員
に
な
れ
ず
に
非
常

勤
講
師
を
転
々
と
し
最
少
の
生
計
費
で
生
活
す
る
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

八
　
結
言
│
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
展
開
の
特
徵

　
以
上
の
時
期
別
の
展
開
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲

学
の
教
育
と
研
究
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
特
徵
を
持
つ
と
い
え
る
。
第
一

に
、
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
は
主
体
的
に
始
ま
っ
た
が
、
自
律
的
で
あ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
、
韓
国
で
西
洋
哲
学
を
最
初

に
研
究
し
た
学
者
で
あ
る
李
定
稷
が
、
そ
の
論
文
「
康
氏
哲
学
説
大
略
」

で
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
合
理
論
と
ヒ
ュ
ー
ム
の
経
験
論
と
カ
ン
ト
の
理
性
哲

学
と
を
挙
げ
て
論
じ
た
時
、
彼
は
こ
れ
を
性
理
学
の
本
然
之
性
を
通
し
、

徹
底
し
て
儒
学
的
に
理
解
し
た
。
ま
た
、
韓
国
で
最
初
に
西
洋
哲
学
に
関

連
す
る
著
書
を
著
し
た
李
寅
梓
が
、
一
九
一
二
年
、
そ
の
著
書
『
古
代
ギ

リ
シ
ア
哲
学
攷
辨
』
で
プ
ラ
ト
ン
のidea

説
を
説
明
す
る
時
、
彼
は
こ

れ
を
性
理
学
の
理
一
分
殊
説
の
立
場
か
ら
批
判
し
た
。
そ
し
て
一
九
〇
九

年
、
韓
国
最
初
に
海
外
留
学
を
行
っ
た
金
重
世
（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
）

と
、
そ
の
後
に
出
発
し
た
白
性
郁
（
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
）
と
金
法
麟

（
パ
リ
大
学
）
な
ど
が
、
海
外
で
直
接
、
西
洋
哲
学
に
触
れ
た
時
、
彼
ら

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
テ
ィ
論
争
を
経
な
が
ら
、
韓
国
の
哲
学
界
は
巨
大
な
議

論
よ
り
は
、
多
様
な
分
野
に
分
散
化
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
躍
進
す
る
姿

を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
、
す
で
に
多
元

化
の
様
相
を
見
せ
て
い
た
様
々
な
分
野
、
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
哲
学
内
で
は

ド
イ
ツ
観
念
論
に
加
え
て
現
象
学
と
解
釈
学
が
、
英
米
哲
学
内
で
は
イ
ギ

リ
ス
経
験
論
に
加
え
て
分
析
哲
学
と
科
学
哲
学
と
心
理
哲
学
が
、
フ
ラ
ン

ス
哲
学
内
で
は
構
造
主
義
と
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
、
そ
し
て
古
代
ギ
リ
シ

ア
哲
学
と
倫
理
学
と
社
会
哲
学
な
ど
の
各
自
の
垣
根
の
中
で
発
展
の
道
を

摸
索
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
哲
学
の
研
究
分
野
は
、
多
元
化
さ
れ
た
分
散
の
形
態
と
し

て
の
発
展
を
図
っ
て
い
っ
た
が
、
哲
学
の
教
育
が
な
さ
れ
る
一
線
の
大
学

の
現
場
は
徐
々
に
状
況
が
悪
化
し
て
行
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
共

産
圈
の
崩
壞
以
後
、
米
国
主
導
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
に
伴
い
、

新
自
由
主
義
が
登
場
し
、
市
場
競
争
と
効
率
性
と
が
重
視
さ
れ
、
教
育
も

古
典
や
人
文
学
よ
り
は
、
実
用
性
の
あ
る
学
問
と
就
業
率
な
ど
が
強
調
さ

れ
、
い
わ
ゆ
る
需
要
者
中
心
の
大
学
教
育
体
制
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た）

8
（

。

あ
わ
せ
て
実
用
中
心
の
職
業
観
は
国
民
た
ち
に
も
浸
透
し
、
二
〇
一
〇
年

の
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
の
調
査
に
よ
る
と
、
哲
学
が
国
家
発
展
に
寄
与
し
て

い
る
か
を
問
う
質
問
に
、
韓
国
国
民
の
五
七
％
が
「
寄
与
し
て
い
る
」
と

答
え
た
反
面
、
自
分
の
子
女
の
哲
学
科
専
攻
へ
の
支
持
度
を
問
う
質
問
に

は
、
韓
国
国
民
の
一
〇
％
だ
け
が
支
援
す
る
と
い
う
二
重
的
な
答
弁
を
行

っ
て
い
る）

9
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
需
要
者
中
心
の
大
学
体
制
に
よ
っ
て

登
場
し
た
の
が
学
部
制
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
哲
学
な
ど
基
礎
学
問
の
志
願
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に
お
い
て
多
様
性
は
あ
る
が
、
独
創
性
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
植
民
地
期
の
日
本
の
影
響
、
解
放
以
後
の
左
翼
と
右
翼
の
理
念
対
立
、

朝
鮮
戦
争
に
よ
る
死
と
廃
墟
の
体
験
な
ど
の
理
由
の
せ
い
で
、
ド
イ
ツ
観

念
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
実
存
哲
学
な
ど
の
ド
イ
ツ
哲
学
が
一
九
六
〇
年

代
末
ま
で
、
韓
国
の
哲
学
研
究
の
主
流
を
形
成
し
た
。
し
か
し
民
主
化
運

動
の
成
功
に
よ
り
、
様
々
な
学
問
分
野
に
対
し
て
多
様
な
関
心
が
増
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
哲
学
を
始
め
と
す
る
政
治
哲
学
、
歷
史
哲
学
、
社

会
倫
理
学
な
ど
、
実
践
的
分
野
で
の
研
究
の
地
平
が
拡
大
し
、
ド
イ
ツ
哲

学
の
研
究
も
ド
イ
ツ
観
念
論
と
実
存
哲
学
中
心
か
ら
脱
し
、
現
象
学
と
解

釈
学
な
ど
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
英
米
哲
学
方
面
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
経

験
論
と
分
析
哲
学
と
科
学
哲
学
な
ど
が
、
フ
ラ
ン
ス
哲
学
方
面
で
は
、
構

造
主
義
と
ポ
ス
ト
構
造
主
義
な
ど
が
、
そ
し
て
西
洋
哲
学
の
基
礎
と
し
て

の
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
が
、
多
様
に
研
究
、
教
育
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

韓
国
で
の
西
洋
哲
学
は
、
過
去
の
ド
イ
ツ
哲
学
中
心
と
い
う
偏
食
か
ら
抜

け
出
し
、
明
ら
か
に
多
元
化
は
確
保
し
た
が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
哲

学
の
間
で
韓
国
特
有
の
独
創
的
な
も
の
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か

に
対
し
て
は
、
相
当
、
懐
疑
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
時
間
と
空
間
に

よ
っ
て
縱
橫
に
交
錯
す
る
思
惟
の
地
形
図
の
中
か
ら
完
全
に
独
創
的
な
思

想
を
発
明
す
る
の
は
当
初
か
ら
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
韓

国
特
有
の
独
創
的
な
も
の
」
と
は
、
韓
国
的
な
経
験
現
実
を
普
遍
的
な
問

題
の
解
決
へ
拡
大
・
昇
華
す
る
こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
、
産
業
化
と
民
主

化
の
同
時
達
成
と
い
う
韓
国
的
な
経
験
を
生
か
し
、
果
た
し
て
資
本
主
義

と
民
主
主
義
と
の
結
合
が
望
ま
し
い
の
か
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
式
結
合

は
西
洋
哲
学
を
仏
教
思
想
の
土
台
の
上
で
受
容
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
西
洋
哲
学
と
の
最
初
の
対
面
期
に
、
韓
国
の
哲
学
者
た
ち
は
、

西
洋
哲
学
を
儒
教
と
仏
教
と
い
う
伝
統
思
想
の
観
点
か
ら
、
主
体
的
に
受

容
し
よ
う
と
、
絶
え
ず
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
韓
国

に
最
初
の
大
学
教
育
機
関
で
あ
る
京
城
帝
国
大
学
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
に

哲
学
科
を
設
置
し
た
の
は
、
朝
鮮
人
た
ち
の
民
立
大
学
の
設
立
の
試
み
を

雲
散
さ
せ
よ
う
と
し
た
朝
鮮
総
督
府
で
あ
っ
た
。
京
城
帝
大
哲
学
科
出
身

者
た
ち
が
、
以
後
の
韓
国
哲
学
界
を
主
導
し
た
と
い
っ
て
も
、
韓
国
に
お

け
る
西
洋
哲
学
の
教
育
と
研
究
に
お
い
て
日
本
の
影
響
力
は
至
大
で
あ
っ

た
と
見
る
ほ
か
は
な
い
。
加
え
て
一
九
四
八
年
、
大
韓
民
国
の
建
国
以
後
、

五
個
の
綜
合
大
学
に
哲
学
科
が
設
立
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
初
、
教
育
改

革
の
措
置
に
よ
り
昇
格
さ
れ
た
五
〇
余
り
の
綜
合
大
学
に
哲
学
科
が
設
置

さ
れ
た
が
、
哲
学
科
の
教
科
課
程
を
見
る
と
、
大
多
数
が
千
篇
一
律
的
で

あ
り
、
西
洋
の
ど
の
大
学
の
も
の
か
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
個
性
が
な

い
）
10
（

。
徹
底
し
て
西
洋
哲
学
が
中
心
で
あ
っ
た
り
、
東
洋
哲
学
が
一
部
に
並

立
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
西
洋
哲
学
と
東
洋
哲
学
と
を
有
機
的
に
連
繫

し
、
思
想
を
主
体
的
、
自
律
的
に
消
化
し
よ
う
と
い
う
講
座
は
、
全
国
的

に
極
め
て
稀
で
あ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
は
植
民
地
と
戦
争
と
分
断

を
経
な
が
ら
、
日
本
と
米
国
の
影
響
力
が
増
大
す
る
し
か
な
か
っ
た
他
律

的
な
歴
史
に
よ
り
、
脱
植
民
の
課
題
が
西
欧
化
へ
と
代
替
さ
れ
た
ま
ま
、

脱
西
欧
の
自
律
的
な
意
識
は
い
ま
だ
に
不
足
し
た
韓
国
哲
学
界
の
現
実
を

よ
く
示
す
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
展
開
が
持
つ
第
二
の
特
徵
は
、
そ
の
哲
学
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学
会
、
韓
国
ヤ
ス
パ
ー
ス
学
会
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
専
門
化
し
た

独
立
学
会
が
持
続
的
に
誕
生
し
な
が
ら
、
韓
国
に
お
け
る
西
洋
哲
学
は
、

個
別
的
な
、
分
野
別
・
時
期
別
・
人
物
別
の
研
究
に
つ
い
て
は
相
当
、
深

化
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
西
洋
哲
学
の
内
的
な
多
元
化
は
、
時
間

を
経
る
に
つ
れ
、
む
し
ろ
哲
学
陣
営
内
に
障
壁
化
を
招
き
、
こ
れ
に
よ
り

個
別
分
野
の
研
究
は
深
化
し
た
が
、
巨
大
な
議
論
に
は
目
を
背
け
る
現
象

が
現
れ
た
。
人
間
の
意
識
と
認
識
と
心
理
と
を
同
じ
く
主
題
と
し
な
が
ら

も
、
現
象
学
と
心
理
哲
学
と
近
代
哲
学
と
が
と
も
に
議
論
を
進
行
す
る
こ

と
は
探
す
こ
と
が
難
し
く
、
同
じ
主
題
に
つ
い
て
、
西
洋
哲
学
同
様
の
分

野
と
唯
識
仏
教
や
陽
明
心
学
な
ど
の
東
洋
哲
学
と
を
連
繫
し
て
探
索
す
る

の
は
、
余
り
歓
迎
さ
れ
な
い
試
み
と
な
っ
て
お
り
、
ま
し
て
や
人
間
の
心

を
西
洋
哲
学
と
東
洋
哲
学
が
心
理
学
、
脳
科
学
、
認
知
科
学
な
ど
と
結
合

し
て
協
同
研
究
す
る
こ
と
は
、
相
当
、
距
離
が
遠
い
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
実
際
、
西
洋
哲
学
と
東
洋
哲
学
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
感
性
と

理
性
の
関
係
、
思
惟
と
言
語
の
関
係
、
人
間
と
自
然
の
関
係
、
個
人
と
社

会
の
関
係
な
ど
は
、
同
じ
場
で
の
論
議
が
充
分
に
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
共
同
の
議
論
が
心
理
学
、
認
知
科
学
、
生
態
学
、
社
会
学
な
ど
に
相

当
の
波
及
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
哲
学
に
お
い
て
も

東
洋
と
西
洋
と
が
と
も
に
論
議
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
そ
し
て
哲
学
が

自
己
の
周
辺
の
隣
接
学
問
で
さ
え
連
繫
が
う
ま
く
な
さ
れ
な
い
実
情
で
、

東
と
西
を
あ
わ
せ
る
全
地
球
的
な
問
題
を
哲
学
が
周
辺
学
問
と
の
学
際
的

（interdisciplinary

）
論
議
を
土
台
と
し
た
談
論
を
主
導
し
て
い
く
の
は
、

ほ
ぼ
不
可
能
と
見
ら
れ
る
。
産
業
化
に
よ
る
生
態
系
の
危
機
、
世
界
化
の

の
モ
デ
ル
が
可
能
な
の
か
を
探
索
す
る
こ
と
。
南
と
北
の
分
断
と
い
う
、

韓
国
だ
け
の
現
実
を
打
開
す
る
た
め
に
も
相
互
に
衝
突
す
る
見
解
の
間
で

和
諍
す
る
方
法
論
を
開
発
す
る
こ
と
。
Ｉ
Ｔ
産
業
の
発
展
と
い
う
韓
国
的

な
経
験
を
土
台
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
中
で
、
人
間
の
破
片
化
と

連
繫
化
と
を
考
え
る
こ
と
。
長
い
間
、
心
を
探
求
し
て
来
た
韓
国
仏
教
の

伝
統
を
活
用
し
て
、
人
間
の
心
の
解
明
に
お
い
て
、
哲
学
と
心
理
学
と
認

知
科
学
の
協
同
を
摸
索
す
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
惜
し

ま
れ
る
こ
と
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
対
す
る
真
摯
な
苦
悶
を
見

出
し
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
現
段
階
の
韓
国
の
哲
学
は
、
外
来
思
想
の
受

容
が
習
合
と
変
容
と
を
経
て
独
創
性
を
発
揮
す
る
段
階
に
ま
で
は
至
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
韓
国
で
の
西
洋
哲
学
の
展
開
が
持
つ
第
三
の
特
徵
は
、
そ
の

展
開
が
個
別
深
化
的
で
あ
る
が
、
普
遍
拡
大
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
の
民
主
化
の
成
功
以
後
、
韓
国
で
は
西
洋
哲

学
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
分
野
が
研
究
さ
れ
教
育
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
研

究
の
分
野
別
に
、
研
究
の
対
象
学
者
別
に
学
会
が
組
織
運
営
さ
れ
た
。
分

野
別
の
学
会
と
し
て
は
、
韓
国
現
象
学
会
、
韓
国
解
釈
学
会
、
韓
国
分
析

哲
学
会
、
韓
国
科
学
哲
学
会
、
韓
国
歷
史
哲
学
会
、
韓
国
倫
理
学
会
、
韓

国
生
命
倫
理
学
会
、
韓
国
環
境
哲
学
会
、
韓
国
哲
学
的
人
間
学
会
、
韓
国

論
理
学
会
な
ど
が
あ
り
、
時
代
別
と
し
て
は
韓
国
西
洋
古
典
哲
学
会
、
韓

国
中
世
哲
学
会
、
西
洋
近
代
哲
学
会
な
ど
が
あ
り
、
学
者
別
と
し
て
は
、

韓
国
カ
ン
ト
学
会
、
韓
国
ヘ
ー
ゲ
ル
学
会
、
韓
国
ニ
ー
チ
ェ
学
会
、
韓
国

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
学
会
、
韓
国
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
学
会
、
韓
国
ハ
イ
デ
ガ
ー
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　（
1
）
朴
鍾
鴻
「
西
欧
思
想
の
導
入
　
批
判
と
摂
取
」（『
亞
細
亞
研
究
』
35
、
一
九

六
九
年
）
三
三
頁
。

　（
2
）
崔
東
熙
「
愼
後
聃
の
西
学
辯
に
対
す
る
研
究
」（『
亞
細
亞
研
究
』
46
、
一
九

七
二
年
）
一
│
二
七
頁
。

　（
3
）
申
龜
玄
「
西
洋
哲
学
の
伝
来
と
受
容
」（『
韓
国
文
化
思
想
大
系
』
第
二
巻
、

大
邱
：
嶺
南
大
民
族
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
六
一
頁
。

　（
4
）
李
光
来
『
韓
国
の
西
洋
思
想
受
容
史
』（
ソ
ウ
ル
：
ヨ
ル
リ
ン
チ
ェ
ク
ド
ゥ
ル
、

二
〇
〇
三
年
）
二
二
四
頁
。

　（
5
）
李
基
相
『
西
洋
哲
学
の
受
容
と
韓
国
哲
学
の
摸
索
』（
ソ
ウ
ル
：
知
識
産
業
社
、

二
〇
〇
二
年
）
三
九
頁
。

　（
6
）
ソ
ウ
ル
大
学
校
哲
学
思
想
研
究
所
編
『
哲
学
思
想
』（
八
号
、
一
九
九
八
年
）

一
一
三
頁
。

　（
7
）
沈
在
龍
編
『
韓
国
で
哲
学
す
る
姿
勢
』（
ソ
ウ
ル
：
集
文
堂
、
一
九
八
六
年
）、

白
宗
鉉
『
ド
イ
ツ
哲
学
と
二
〇
世
紀
韓
国
の
哲
学
』（
ソ
ウ
ル
：
哲
学
と
現
実
社
、

一
九
九
八
年
）、
姜
英
安
『
我
々
に
と
っ
て
哲
学
は
何
で
あ
る
か
：
近
代
、
理
性
、

主
体
を
中
心
と
し
て
見
た
現
代
韓
国
哲
学
史
』（
ソ
ウ
ル
：
窮
理
、
二
〇
〇
二

年
）、
金
載
賢
『
韓
国
社
会
哲
学
の
受
容
と
展
開
』（
ソ
ウ
ル
：
ト
ン
ニ
ョ
ク
、

二
〇
〇
二
年
）。

　（
8
）
南
景
熙
「
韓
国
現
代
哲
学
の
方
向
定
位
と
新
た
な
言
語
観
」（
梨
花
女
大
韓
国

文
化
研
究
院
編
『
哲
学
研
究
五
〇
年
』
ソ
ウ
ル
：
慧
眼
、
二
〇
〇
三
年
）
三
二
頁
。

　（
9
）
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
研
究
所
『
韓
国
人
の
哲
学
』（
ソ
ウ
ル
：
韓
国
ギ
ャ
ラ

ッ
プ
、
二
〇
一
一
年
）
四
二
│
四
五
頁
。

　（
10
）
李
光
来
『
韓
国
の
西
洋
思
想
受
容
史
』（
ソ
ウ
ル
：
ヨ
ル
リ
ン
チ
ェ
ク
ド
ゥ
ル
、

二
〇
〇
三
年
）
四
〇
四
頁
。

（
き
む
・
じ
ょ
ん
う
く
、
仏
教
生
態
学
・
東
西
比
較
哲
学
、

東
国
大
学
校
仏
教
学
術
院
院
長
）

中
で
の
文
明
間
の
衝
突
、
資
本
主
義
の
深
化
に
伴
う
貧
富
の
両
極
化
、
機

械
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
社
会
の
中
で
人
間
の
本
質
と
疎
外
な
ど
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
問
題
は
、
特
定
の
学
問
の
境
界
を
超
え
る
超
学
問
的

（transdisciplinary

）、
か
つ
学
際
的
な
協
同
研
究
を
必
要
と
す
る
。
し

か
し
、
韓
国
に
お
け
る
哲
学
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
方
式
の
展
開
に
相
当
、

無
気
力
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
無
力
感
は
自
然
と
人
文
学
の
危
機
、
哲
学

の
危
機
を
呼
び
起
こ
し
た
。
韓
国
に
お
け
る
人
文
学
の
危
機
は
、
表
面
的

に
は
新
自
由
主
義
的
市
場
競
争
に
追
従
す
る
政
府
の
就
業
率
の
強
調
政
策

に
起
因
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
面
に
は
普
遍
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
哲
学
が
、
余
り
に
哲
学
的
で
あ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
自
ら
危

機
を
招
い
た
と
い
う
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
普
遍
的
な
思
惟
を

本
領
と
す
る
哲
学
は
、
総
体
性
を
求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
解
決
に
鈍

感
で
い
ら
れ
な
い
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
地
球
と
い
う
同
じ
空
間

で
、
人
間
と
い
う
同
じ
種
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
点
を
共
通
の
地
盤

と
す
る
以
上
、
人
間
の
思
惟
の
蓄
積
物
が
人
間
の
普
遍
の
問
題
を
解
決
す

る
の
に
力
を
あ
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
ほ
ど
非
人
間
的
な
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
哲
学
が
本
来
追
究
す
る
普
遍
性
が
、
学
際
性
を
通
し
て
、
総
体

性
を
要
す
る
巨
大
な
議
論
に
積
極
的
に
参
加
す
る
時
に
至
っ
て
こ
そ
、
今

日
の
韓
国
に
お
け
る
哲
学
の
危
機
は
、
克
服
の
端
緖
を
探
す
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
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